電子機械設計製作2011 ガイダンス

2011/4/8
MIRS＝Micro Intelligent Robot System＝小型知能ロボットシステム＝自律移動システム

MG3 = MIRS Generation 3（第３世代MIRS）の３年目

目標：迷路を完璧に走破する。
D科の誇る問題解決型・プロジェクトベースの教育プログラム（Ｄ科発足以来のもの）

企画（提案）、設計、製造、テスト、運用までの、システム開発における一連のプロセスを経験する。

得られるもの・鍛えられるもの
責任感、協調性、メンバーシップ、リーダーシップ
技術・知識の応用力、問題解決力、発想力
　達成感、忍耐力、根性、体力、度胸…

MIRS2011スタッフ
授業担当スタッフ

　牛丸、江上、青木、出川、大沼　（新任教員２人を加えた５人体制）
　　統括　牛丸、競技会：江上、出川、　ドキュメント　牛丸、江上、　

物品管理・購入：青木、大沼、工作室管理：大沼、青木
技術サポートスタッフ
　　エレクニクス：大沼、青木
　ソフトウェア：牛丸、出川
メカ：青木
　　画像処理：青木、　FPGA：大庭、長澤
MIRS年間スケジュール

　４月　システム解説、チーム編成、MIRS解体

　５月　標準機組み立て、基本動作試験
　６月　標準機システム試験（問題点の解決）
　７月　標準機システム試験（競技会に向けた作りこみ）
　（８月初旬：電子機械設計演習）

　８月　標準機によるMIRS競技会（一日体験入学）

　９月末　システム提案
１０月　基本設計、詳細設計

１１月　製造

１２月　システム統合、調整
　１月末　MIRS競技会　（１月３０日（月））
競技について

· 競技はH22年度の迷路脱出と基本的に同じ。ただし細かいルール修正はある。
· 競技会実行委員会
· 各チーム１名

· 役割：競技ルールの改定、競技場の改良・設営、競技会の準備・運営、宣伝活動
チーム編成について

　　５チーム、各チーム８～９人（全４１名）
　　チーム編成の仕方

· 班員は教員が決める。

· マネージャ希望者は同じ班に属さないようにする。

· 競技会実行委員は各チーム１名づつ配属されるようにする。
　　4/8　マネージャおよび競技会実行委員募集開始（締め切り4/15）
　　　　　それぞれ5名を超える応募があった場合は、面接を行い、教員が総合的に判断して決める。5名に達しなかった場合は、チーム内で決める。
　　4/22　チーム配属決定
当面のスケジュール
 　4/8　ガイダンス
 　4/15　システム解説I
 　4/22 システム解説II、チーム配属発表、MIRS解体
火曜日７時限目以降を補習日とする。
電子機械設計演習について

・夏季集中講義として実施する。（８月３日～８月６日）

・前期の「標準機によるMIRS開発」の一環として実施する。
　・選択科目だが、可能な限り受講すること。
実習服、靴の着用について

　工作室に入室する際は、必ず靴を履いていること。（サンダルなどは認めない）

  工作室で機械加工作業を行う最は、実習服を着用すること。

